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人獣共通オンコセルカ症起因種Onchocerca dewittei japonicaのブユへの実験感染
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動物寄生性オンコセルカの人体感染例は極めて少なく，日本で5例，欧州で3例，北米で3例の合計

11例が報告されているだけである．これまでのところいずれの症例でも成虫の単数寄生で，河川

盲目症として知られる人オンコセルカ症とは異なり仔虫の産生を欠いている．したがって，成虫に

よる皮下の腫瘤が主症状で，仔虫が原因の皮膚および眼の症状はない．欧米での起因種は牛寄生性

のOnchocerca gutturosa，馬寄生性のO. cervicalisまたはO. reticulataと推定されている．日

本の5例は大分から報告され，起因種は猪寄生性のO. dewittei japonicaであった（4例確定，1

例推定）．日本の動物寄生性オンコセルカ種として，牛，馬，ニホンカモシカ，ニホンジカおよび

猪に寄生する合計7種が知られている．これらの媒介者に関してはまだ不明な点が多いが，国内で

採集されたブユ雌成虫から牛のオンコセルカ3種の感染幼虫が見い出されている．O. d. japonica

の媒介者はまだわかっていないので，ブユの本種に対する感受性を感染実験により検討した． 

大分で捕獲された猪の皮膚から得たO. d. japonicaの仔虫を，室内で羽化したブユ雌成虫40個体

の胸部に微小ガラス管を用いて注入した．ブユを個別に砂糖水を与えながら25℃で10日間飼育後

解剖し，仔虫の第3期幼虫への発育の有無を調べた．その結果，実験に使用した大分産ブユ5種す

べてにおいて第3期幼虫への発育が認められた．第3期幼虫保有ブユ数/解剖したブユ数は，

Simulium aokiiで2/14，S. arakawaeで4/6，S. bidentatumで2/4， S. japonicumで1/1，

S. rufibasisで3/4であった．第3期幼虫は頭，胸，腹部から見い出され，その体長は750-1,000µ
m，体幅は18-20µmであった．これらのブユ種がO. d. japonicaに感受性を有することが初めて
明らかになった．人獣共通オンコセルカ症起因種O. d. japonicaの伝播には，ブユが人と猪の両

方に吸血嗜好性を持っている必要がある．今後，これら5種のブユが自然界で媒介者になっている

かどうかを検討する予定である． 
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